
<小学校国語〉

自分の考えや気持ちを適切に表現する力を育てる学習指導

一｢読むこと」と｢書くこと｣を関連づけた単元構成のエ夫と生活科との関連指導を通して－

うるま市立城前小学校真栄田敏子

Ｉテーマ設定の理由

学習指導要領では，生きる力を育むことを目指し，基礎的・基本的な知識及び技能を習得させ，こ

れらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力等を育むとともに，主体的に学

習に取り組む態度を養うため，言語活mljを充実することとしている。

また，国語科の目標には，言語の果たす役割を踏まえ「国語を適切に表現し正確に理解する能力を

育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力及び言語感覚を養い，国語に対する関心を深

め国語を蝉童する態度を育てる｡」と示され，互いの立場を尊重しながら，ｌ÷１分の考えや気持ちを適

切に表現し伝え合う力を育てることを求めている。

しかし，平成２２年度全国学力・学習状況調在の結果から，「|型liMiB」の自分の考えや感想をIﾘ1確に

記述すること等の「活用」に関するi氾述式問題を中心に探題が見られた。｜同Ii凋査において，平均ilﾐ答

率全国77.8％・県平均の71.4%に対して，本校では69.3%であった。また，平成２２年度「沖細りiL学力

到達度調査」でも「国語Ｂ」に関しては，55.9%と低く，国語に関する意識調査で「l]記」「意見文」

「感想文」等を課くことに消極的な傾向が見られた。

これまでの私の授業をふり返ると，児童は，答きたいことはあるのに「何から書くか分からない」

「どのように書けばよいか分からない｣弊のjliがあり，文噸の構成や記述の仕方等の言語能力の定着

の点で諜題が見られた。その原因として，衣現に生かすという目的をもって文章を読んだり，学んだ

ことを活用して苔<というBII連指導が弱かったことが考えられる。

そこで本研究では,表現するために説明的文蹴を読み,そこで学んだことを活用してﾉﾄﾞ<という「読

むこと」と「書くこと」の関連指導の'二夫として単元の櫛成を考えた。まず，説明文の単元を４つの

段階に分け，第１段階でﾈⅡ手や目的意繊を持って学習探題をつかむ。第２段階で説明的文章の内容や

構造・特徴等内容を読み取りながら学級で同じテーマの作文を書き、互いの表現の仕方や方法を交流

する。第３段階で学んだことを活用して自分のテーマの作文を書く。第４段階で保識者や友だちと作

品や感想について伝え合う竿，交流活動を設定する。このような説明的文厳の指導において，児蔽が

表現仕方や方法を学び，学んだことを生かして自分の考えたことや気持ちを適切に書いて伝え合うと

いう単元構成を」2夫した。また，生活科との関連を図り，国語科で学んだ言語能力を活用する場

を設定し，伝え合う楽しさや喜びを味わうとともに，実生活で生きて働く国語の力として言語能力を

活用し，その定蒜を図っていくことが重要であると考える。

このような，「読むこと」と「書くこと」を関連づけた指導の1名夫と生活科との関連指導を通

して，自分の考えや気持ちを適切に友現する力を育てることができるであろうと考え，本研究

テーマを設定した。

Ⅱ研究目標

「読むこと」と「書くこと」を関述づけた''１元構成のｌ:夫と生活科との関連指導を通して，自

分の考えや気持ちを適切に表現する力を育てる。

Ⅲ研究仮説

１基本仮説

説U1的文章の学習における単元柵成の工夫と生活科との関連指導を図ることによって，自分の考

えや気持ちを適切に表現する力を育てることができるであろう。

２具体仮説

（１）説明的文意の学習の場において，「読むこと」と「書くこと」を関連づけた単元構成を工夫す

ることによって，自分の考えや気持ちを適切に表現することができるであろう。

（２）生活科で勢いて表現する場において，図譜科で学んだ言語能力の活川を図る関連指導を-[天す

ることによって，自分の考えや気持ちを適切に表現する力を'''1ぱすことができるであろう。
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Ⅳ研究の全体構想図

今日的教育課題・改善の方向

○知識基盤社会やグローバル化

○国語科における言語教育への期待

○コミュニケーション能力の低下

○全国学力学習状況調査から見られる課題

児童の実態

○学校生活への適応力が高い

○学習意欲が満<，読替１１tも多い

△雑木的な生活習慣の確立に課題が大きい

△言譜能力に関する個人差が大きい

目指す児童像

①自分の考えや気持ちを言葉を用いて適切に表現し伝え合うことのできる児瀬

②基礎的・基本的な知識・技能を身に付け，他教科等の学習へ活用することができる児童

￣研究ﾃｰﾏ一

自分の考えや気持ちを適切に表現する力を育てる学習指導
＝[航むこと｣と｢書くこと｣を関迎づけた１Mし元構成の工夫と生活科との０M連指導を通して＝

研究仮説

鋭明的文章の学習における単元構成の工夫と生活科との関連指導を図ることによって，

自分の考えや気持ちを適切に表現する力を育てることができるであろう。

具体仮説①

説明的文章の学習の場において，「読むこと」

と「書くこと」を関連づけた単元構成を工夫する

ことによって，自分の考えや気持ちを適切に表現

することができるであろう。

具体仮説②

生活科で書いて表現する場において，国語科で

学んだ言語能力の活用を図る関連指導を工夫す

ることによって，自分の考えや気持ちを適切に表

現する力を伸ばすことができるであろう。

｢読むこと」について

｢書くこと」について

Ｕ１ 生活科との関連指導

…－塁実態綱査・アンケートの実施

本研究のイメージ
国語科の学習
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Ｖ理論研究

１「適切に表現する力」について

国語科の目標に「国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高める」と示

されている。つまり，国語による表現力や理解力等の言語能力を育成することが最も基本的な目標

として述べられている。人と人との関わりの中で，互いの立場や考えを尊iiiし生きて働く言葉とし

て，相手・目的・意図・場面・状況等に応じて適切に表現し正確に理解したりする力として育成す

ることが大切である。表現する力は主に「話す力」と「書く力」であると考えるが本研究において

は特に「書く力」の育成に焦点を絞り，低学年の「書くこと」の領域における実践研究とする。学

習指導要領における「書くこと」の目標と系統は以下の炎１のように示されている。

表１「書くこと」の目楓及系統

本研究でめざす｢適切に表現する力」とは，自分の身近な出来』１$などについて，

た文で，順序を考えながら「はじめ．`'１・終わり」のiWilliな榊成で表現したり，

い感想を伝え合ったり，自分の考えや気持ちをまとめ，発表し合う等の能力と，

ちを進んで書いて伝えようとする関心・意欲・態度のことであると考える。

主語と述語の整っ

霄いた物を読み合

自分の考えや気持

２説明的文章における「読むこと」と「書くこと」の関連指導について

（１）説明的文章とは

相手が知りたいことや疑問に思う事柄について，ｌ１Ｉｉ報や知識を分かりやすく伝える文章であり，

事実に基づいて書かれた文章のことを示す。

く事実に基づいて書かれたもの〉

○説明文○観察・ロ記文○伝記○報告文○手紙文○感想文○意見文

○紀行文○評論文○批評文○解説文など

(2)説明的文章の指導の目的

私たちは，日々の生活の中で,新聞や広告,料理のレシピや機械の使い方の説明,Ｉﾄﾞを読んだり，

絵本や小説を読んで感想を伝えたりしている。また，日記や手紙，また仕事で会鍍の記録や報告

書を読む，書くなど，様々な形の脱明的な文章を読んだり書いたりしている。このようなロｉｉｉ生

活に生きて働く力として，文章を銃み，そこから得た知識や感1m１１を適切に表現する力を育てるこ

とが大切であると考える。

(3)説明的文章で学ばせたいこと

これまでの説明的文章の学習では，書かれている内容の読み取りや段落の要点，文章の要旨を

捉えたりするなど，正確に理解させることに重きを置いてきたように感じられる。岡嶋太輔

（2009)は，説明的な文章を読んで学ぶことのできる､l「柄として次の３つのことを挙げている。

①説明的な文意を読んで「内容」を学ぶ

②説明的な文章を読んで「読み力」を学ぶ

③説明的な文意を読んで「表し力」を学ぶ

説明的な文章では，自分の気持ちや考えを適切に表現するために，何がどのように書かれてい

るか(事実と意見・理由と結果等の表現・文章の構成や記述の仕方等)を読み取る技術や方法，表

現仕方等を学ばせていくことが大切だと考える。
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第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学ｲlヨ

目標

(2)経験したことや想像したこ

となどについて，１噸１１Fを整理

し，簡単な橘成を考えて文や

文章を書く能力を身に付けさ

せるとともに，進んで書こう

とする態度を育てる。

(2)相手や目的に応じ，調べたこ

となどが伝わるように，段瀞杣

互の関係などに注意して文章を

書く能ﾉﾉを身に付けさせるとと

もに，］二夫をしながら書こうと

する態度を育てる。

(2)Ｆ１的や意図に応じ，考えたこ

となどを文章全体の構成の効

果を考えて文歳を書く能力を

身に付けさせるとともに,適切

にilI:こうとする態度を育てる。



(4)「読むこと」と「書くこと」の指導内容の関連

小学校学習指導要領では，指導計画の作成と内容の取り扱いの中で，指騨計画作成上の配慮事

項として『(2)第２の各学年の内容の「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｂ書くこと」「Ｃ読むこと」及

び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関するⅢ｢項〕に示すZllF項については，相互に密接に関連づ

けて指導するようにするとともに,それぞれの能力が偏りなく養われるようにすること。」とし，

それぞれの領域の内容を相互に密接に関連させながら指導することで，指禅の効果を高めること

をめざしている。そこで，「11Fくこと」の指導と関連して「読むこと」の指導を組み合わせるこ

とで指導の効果を高めることが望めると考える。下の表２は，「誉くこと」の領域と「読むこと」

領域における指導内容を示したものである。下線部は，共i、した指導内容となっている。例えば

「事柄の順序」に関する指導ﾘﾄﾞ頃については，「書くこと」のイに「事柄の順序に沿ってｊとあ

る。「読むこと」イに｢時間的な順序や事柄の順序など」とある。このように各領域に示しされ

ている内容は他の領域の内容と相互に関連している。そこで，単元の構成をI:天して関連づけた

指導を図ることで指導の効果をi閉めることができると考える。

表２低学年の「銃むこと」と「聾くこと」の指羽内容の関連

｢読むこと」の指導内容 ｢書くこと」の指導内容

ｱﾐｰや言葉の響きなどに気を付け
て音読すること。

ア経験したことや想像したことなど

から苫くことを決め，萱ﾆｰｺｰと±旦題
時間的な順序や事柄の順序などを考えなイ に必要な事柄を める こと。

がら内容の大体を読むこと。 ,自分の考えが明確になるよう２１図画Ｑ題

星に沿って簡単な榊成を考えること。ウ場面の様子について，登場人物の行動を

中心に想像を広げながら読むこと。

エ文章の中の大nlIFな言葉や文を苫き抜くこと。
と語や文と文との続き方ウ に注意しな

がら,つながりのある文や文章を井くこと。

オ文章の内容と自分の経験を結びつけて,且 文章を読み返す習慣を付けるとと

もに,間違えなどに気付き，'１§すこと。の思いや考えをまとめ し合５ こと。

力楽しんだり オ際いたものを読み合い，よいところ

を見付けて!i麹Z21ZiZ皀宣_ユニと。

知 を得たりするために本や

ﾕﾆ茎迄愛ムヱRf12こと。

(5)「読むこと」と「書くこと」の具体的言語技術の関連

説明的な文章の学習で，低学年の子ども達に身に付けさせたい力として，「読むこと」と「書

くこと」の指導内容を基に，具体的な言語技術として下の衣３のようにまとめた。具体的言語技

術については，白石範考氏(2011）「説明的文燕の学習で習得させたい読みの方法・技能の系統」

と，大森修氏(2003)の「評価項目（言語技術）一覧」を参考にして「読むこと」と「書くこと」

の具体的言語技術をまとめ整理した。実際の学習活動において，「読むこと」で習得した薗譜技

術を活用して「11ﾄﾞくこと」の指導に生かすことで，指導の効果を高めたい。

表３説明的文章の学習で身に付けさせたい具体的言語技術の関連
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｢読むこと」の具体的言語技術(低学年）

◇題名を手がかりに辞かれている事柄をつかむ

◇{ijlがどんな順番で書いているか，内容の大体をつ力む

◇絵や写真等を本文と対応させて，内容をとらえる

◇問いの文と答えの文を見つけ，比べながら読む

◇意味や内容の大体を1順序よく説明する

◇主語と述語の関係に注意して読む

◇文字の表記や意味のまとまりを考えながら読む

◇語句の種類や文末表現に気をつけて銃む

◇いろいろな種類の本や資料を読む

◇文末表現による文の内容や役割に女(を付けて読む

◇文章の内容と自分の経験を結びつけ考える

◇本等を読んでの感想を話したり，僻いたりする

一一

｢jllKこと」の具体的言語技術(低学年）

◆相手や'さ'的に応じて,話題を選んでiW;く

◆目的に応じて,必要な事がらを集める

◆事柄の順序を考えながら書く

◆段落のつながりに気を付けて書く

◆文章全体の組み立てと筋道を考えてilI;く

◆主語と述語関係が縦った文を書く

◆文字の衣記に気を付けて書く

◆書きことばが分かり，盤ける〃、

◆表記の仕方に注意し,句読点を適切に使う

◆書いた文章を読み返し,間違え等を11ﾐす

◆文章を読み,表記のよいところを考える

◆自分の感想や考えを伝える



(6)「読むこと」と「ﾉﾄﾞくこと」の単元構成

説明的文章の学習における「読むこと」と「ﾉﾄﾞくこと」の指導事項の関連をＭったlli元を設定

し，衣４のように４つの学iW段階を構成し，効果的な猯導を目指す。

表４「読むこと」と｢書くこと」を関連づけた単元の学習段階

第１段階：説ＩＪＩ的文噸を4)と習することのI|的についてＩ１ｌｊＷｌ寺たせる，

第２段階：教材文の|ﾉﾘ窓を読み取り，櫛成や表呪の|上方や〃法を学ぶ。

教材文をモデルに，学級全体でlijlじテーマの「まねっこ作文」をUI1Fく。

第３段階：教材文をモデルに，自分のテーマで１１ﾄﾞ<作文「自立作文ｌを醤く゜

第４段階：響いた作文を友だちや家族，地域の人たち等に読んでもらう（交流)，

これらの活動を通して，説明的文章で，何がどのように,1$かれているかを読み取る方法や表現

の''二方を学ぶことができる。そして，自分で説明的文蔽を,」ﾄﾞいて他の人に読んでもらう活動を通

して鰐いて伝える楽しさや癖ぴを味わい，さらに伝え合いたいという関心・意欲・態度を育むこ

とにつながると考える。

適切に表現する力
基礎的。基本的な知識・技能の定着

二Ｆ￣

言語能力の活用と定着

ﾆｱｰ 

伝え 楽しさ・合

「
【
ユ

一一二己 び

第
４
段
階

薯
身近な地域の人

、
幼稚画

U■刀■■■ﾛ可p已巳■■B●●■■■■●●●■の■■■■｡●■■C■■■■■■●■■｡■●■■●■せ■■■■■■｡●■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｐ■Ⅱ■ｌ■■■■Ｉ■■■．■■［ 

第
３
段

階

、

與iUiFJl蕊蕊TiimJllniiJ
■■■■．■■■ｌ■■■■1 

、
、
、
、

第
２
段

□ 

～＿ 

蘂べ

内容

理解Ｉ

教材文の
読み取り

パ階 患

読読み方読み
表し方表し方

■■■■■Ⅱ■■■■．■■■ 

第
１
段

学習計画

自己評価
課頴枳梶

学習内容晋内容晋内容内容内容
_Ⅱ＿●■－日■ﾛもⅡ■

階 言語活動。言語意識。生）舌科との関連

図１「読むこと」と｢書くこと」を関連づけた単元の学習段階
２．５ 

＝r字

|言語能力の活用と歪一言１

|言語活動・言語意識･生活科との関連’



(7)「読むこと」と「書くこと」を関連づけた単元の年間指導計画（第１学年）

適切に表現する力を育てるためには，－年間を見通して説明的文章の指導における単元構成を

工夫する必要がある。そこで、小学校１年生の国語科の「読むこと」と「書くこと」の領域の関

連づけた指導の年間計画を作成した（表５)。国語科の指導内容と他教科等との学習内容と関連

付けた単元構成を工夫し言語活動の充実を図ることで，言語能力の活用とその定着を目指した。
表５「読むこと」と「書くこと」における年間指導計画表（参考資料：光村図書第１学年）

’ 
2．６ 

単元名・『言語活動名』 ◇｢読むこと」◆「書くこと｣の指導蛎項 言語活動（５つの言語意識）

四月
。どうぞよろしく

『名刺交換をしよう』

◇名刺の書き方を知る。

◆自分の名前等を書いた名刺を作る。

①学年･親子②いろいろな人と仲良くなる③

生活科･授業参観日④自分の名刺を作り交換

する⑤自分の名刺を作り交換できたか

五月
○なぞなぞあそび

『なぞなぞスピーチをし

よう』

◇なぞなぞの文の榊成を読み取る。

◆｢問い｣｢答え｣「ヒント｣の文型に合わせ

てなぞなの文を書く。

①学級の友だち②なぞなぞを出し合い楽し

む③朝の会④自分の作ったなぞなぞを発表

する⑤なぞなぞを作り発表できたか

六月

○くちばし

『鳥のくちばし同鐸をつ

くろう』

◇｢問い｣と｢答え｣が３回繰り返されている

文章の構成を読み取る。（列挙）

◆｢問い｣と｢答え｣の基本文型で，他の鳥の

くちばしについて文を書く。

①自分②いろいろな烏のくちばしの特徴や

使い方を調べ，文を書く③図鑑を作る④自分

の好きな烏の絵や文を書く⑤自分の好きな

烏について文を書き図鑑を作れたか

七月

○すきなものなあに

『わたしはだあれ』

○かけるようになった

『幼稚園の先生へ葉書

をlLtlそう』

◇｢～は，～です、」｢それは，～だ70､らです６」

等の基本文型を学ぶ。

◆｢すきなもの」と「その理由｣の順序で，

２文構成の文を書く。

◇絵日記・手紙文の書き方を知る。

◆教科書の作例を基に，絵日記や手紙

を敬体で書く。

①学級の友だち②「わたしはだあれ｣クイズ

会を開く③学級活動④自分の好きなもと，そ

の理由についてクイズを書く⑤クイズを書

き発表できたか

①幼稚園の先生②暑中見舞いのはがきを書

く③出身幼稚園④伝えたいことをはがきに

書き投函する⑤はがきが書けたか

九月

○みいつけた

『虫・虫図鑑をつくろう』

◇｢問い-答え-答え-答え｣の文章榊成の説明

文を読む。（列挙）

◆｢問い｣に対し｢場所｣｢特徴｣｢見つけ方｣の

１項序で自分の虫について文を書く。

①自分②学校の中で発見した虫について説

明する文を書く③学級④自分の発見した虫

について絵や文を書く⑤自分の虫・虫図鑑を

作ることができたか

十月

○よく見てかこう

｢しらせたいな見せたいな」

『お家の人に知らせよう』

◇教科書の作品例から，観察記録文の

メモの書き方や文の諜き方を読み取る。

◆自分の知らせたいものについて，観

察記録文を書く。

①お家の人②学校にいる生き物について作

文を書く③各家庭④作文を書き伝える．お家

の人から感想の手紙をもらう⑤自分の作文

を書き，家の人に渡すことができたか

十一月
○くらべてよもう

｢じどう車くらべ」

『自動車図鑑をつくろう」

◇｢２つの問い－答え－答え－答え｣の文章

楢成の説明文を読む．（列挙）

◆好きな自動車について｢そのために｣を

使い｢しごと｣と｢つくり｣の文を書く。

①お家の人②学校にいる生き物について作

文を普く③各家庭④作文を書き伝える．お家

の人から感想の手紙をもらう⑤自分の作文

を普き，家の人に渡すことができたか

一月

○言葉っておもしろい

｢お店やさんごっこをし

よう」

『みんなで楽しく』

◇言葉の種類や働きが分かる。

◇上位語・下位語の関係に気づく

◆お店屋さんごっこに必要な11F柄を集め，

宣伝のちらしを書く 。

①学年②お店屋さんごっこをして遊ぶ③生

活科④お店を開くための看板・品物・ちらし

を作る⑤グループでお店を開き学年の友だ

ちと一緒に活動できたか

二月

○違いを考えてよもう

｢どうぶつの赤ちゃん」

『､b物の赤ちゃん図鑑券

つくろう』

◇「２つの問い-答え-答え-答え」の文

章構成の説明文を読む(対比的説明)。

◆好きな動物の赤ちゃんの｢生まれたばか

り｣｢大きくなっていくj様子の文を書く。

①自分②自分の好きな動物について作文を

普く③学級④好きな動物の赤ちゃんの成長

の様子について文を書き図鑑を作る⑥自分

の動物の赤ちゃん図鑑が作れたか

三月

○おもい出してかこう

｢しいこ＆､っI:、､1年生Ｉ

『思い出アルバムを作る

う』

◇－年間の思い出について「始め・中.

終わり｣の文章榊成で書く。

◆写真や絵から思い出した出来事やZl科Wiに

ついて作文を書く。

①家庭②1年生の思い出アルバムを作る③終

了記念④写真や絵・動画などをもとに，－年

生の思い出を作文に書く⑤思い出アルバム

を作り，持ち帰ることができたか



３生活科と国語科の関連指導について

（１）生活科における表現活動

生活科の教科目標（３）には，「身近な人々，社会及び自然に関する活動の楽しさを味わうとと

もに，それらを通して気付いたことや楽しかったことなどを言葉，絵，動作，劇化などにより表

現できるようにする。」とある。生活科の具体的な活動や体験の中で生じる様々な思いや気づき

を言葉や文などで表現し伝え合うには，言語能力が大きく関わっている。

田村学(2007)は「体験が表現を豊かにし，表現が体験を充実させていく…」と言葉による表

現活動のｉｉｉ要性を述べている。

そこで，国語科で学んだ言語技術を活用して生活科の学習を行うことで，表現活動を充実させ

国語科で育てる能力の向上が図られると考える。

（２）「生活科絵日記」について

生活科における表現活動として，生活科絵日記を取り」主げた。具体的な体験活動等の機会を捉

えることで，書いて表現する必然性が生まれ，児竜の響くことへのBLI心意欲を高めることにつな

がると考える。また，国語科との関連指導を図ることで，児童の表現力の向上が図られ質の高い

気づきや学びが期待できる。

絵日記の指導は，国語科では７月に配置されている。しかし，本実践では入学当初の４月から，

国語科学習と並行しながら，生活科での共通体験・活動をもとにして「生活科絵日記」として指

導していく。特に，栽培活動等について，観察記録文の指導内容を関連させながら「生活科絵日

記」を秘かせることが効果的であると考えた。その理由として，以下のような点が挙げられる。
表６「生活科絵日記｣の指導における効果的な理由

･背く時１１１１を設定することで，全員に十分な時間を保障できる。

･必要な言語技術について，教師が児童の実態に即して指導できる。

･ｊＬｊｍ体験を基に，同一テーマ・同一内容で書ける。

（一緒に蒔く友だちがいて，相談をしたり表現を参考にでき安心感が持てる｡）

・国縞科の指導内容と関連させることで，言語能力の活用と習得が図られる゜

(3)生活科と国語科との関連を図った指導計画の作成について

学習指導要領解説国語編では，指導計画の作成と内容の取り扱いの中で，低学年の児童の特性

を考慮して，生活科や幼稚園教育との関連について「(6)低学年においては生活科などとの関連

を楓極的に図り，指導の効果を高めるようにすること｡」と示している。幼児期は体験活動が中

心の時側1であり，周りの人や物，自然などの環境にかかわり，感じるなど，活動と場，体験と感

怖が裕接に結びついている。

このような発達の特性を生かして，国語科の学習内容との関述楕導を図ることで児童の気付き

や学びを圃的に商めたり，他の人たちと伝え合ったりする等の言iMi活1,1jが充突し適切に表現する

力が高まると考え指導計画を作成した（表７)。

表７国語科との関連を図った指導計画の例

2-7 

次 １１ｔ元名・主な学習活動 主な言語活inリ [則,Mi科とのＩＨＩ連指導

１２ 
大単元『わたしのあさがお』

'1､単元２「きれいな花をそだてよう！」

活動３:花の育て方を調ぺよう

活動４:あさがおを育てよう

◇図普資料の活用

◇観察記録を響く

◆図ｾﾞﾄﾞ館利H1蝉

◆観察紀蝉文のiIFき

・観察の視点

３ '1,11i元３｢わたしのあさがおものがたり」

活動５:hIiが取れたよ

活動６：「あさがおものがたり」を作る

活1jMj7：｢あさがおものがたり｣発表会

◇メッセージを評く

◇観察記録のまとめ

◇幼稚園との交流会

◆文jifのHHI成

・手紙文「iii１文･本文･未文･あとづけ」

･あさがおものがたりの榊成「はじめ→

１１１(観察紀鍬)一終わ'()（まとめ)」

◆交流会の企画・汕伽・実施

･同I会･プ、グラムの柵成･発表の仕方簿



①生活科との関連を図った言語活動の充実

指導計画に主な言語活動の場面と国語科の言語活動例を位置づけ指導に生かした。例えば生

活科の大単元『わたしのあさがお』では，小学校低学年における国語科の説明的文章の観察記

録文の指導内容を取り入れ，「生活科絵日記」を書く際，自分の気付いたことや考えたことを分

かりやすく表現する方法を身に付けられるように工夫した(表７)。

このように，国語科で学んだ知識・技能を生活科の学習で生かすとともに，生活科での具体

的な活動や体験を国語科の言語活動の題材として活用するなど関連させて学習を進めることで，

言語活動の充実を目指した。

②単元構成の工夫について

豊かな活動や体験を基盤とし，伝えたいことを分かりやすく整理して生活科絵日記や手紙等

を書いたりするためには，図譜科との関連指導を図り単元の構成を工夫し，適切に言語活動を

位置付けていくことが大切である。また，交流活動を学級→学年→校内(職員･異学年･幼稚園）

→家庭→地域等と関わる対象を広げながら繰り返し行っていく。そのことによって，yilirが交

流することの楽しさを実感し，さらに進んで交流していこうとする態度が養われるとともに，

言語能力の活用と定着が厩'られていくと考える。

(4)国語科との具体的な関連指導について

本研究では，まず１学jU1にiil画されている生活科の朝顔の枚培活動で行う「朝顔絵ロ記（生活

科絵日記)」の指導を取り上げた。

この時期の子どもたちは，Ｗ|顔の世話を通して，気づいたことを一生懸命指導者に話に来る。

しかし，入門期は自分の気づきや思いなどを言葉で表現する手段が身に付いていないため，朝顔

を観る視点は暖味で，「朝顔絵日記」の内容も変化が見られにくい。そこで，身近な動植物を対

象とした観察記録文として，「'|ﾘ|顔絵日記｣に焦点を当て関述指導を図る゜

また，その他の生活科単元の活動記録文として「生活科絵日記」を図譜科の指導内容を関連づ

け系統的・計画的に行っていくことで，自分の気持ちや考えを適切に表現していく言語能ﾉ｣の育

成をめざしたい。

観察記録文の指導にあたっては，入門期の1年生にとって興味・関心の１１)iい，大単元『わたし

のあさがお」の朝顔の栽培活1ＫＩＩを取り上げる。観察記録文の初期指導として，観察の視点も持ち

方や表現の仕方等について「１１$くこと」の指導内容との関連を図るため，特に，次のことに留意

し指導していく(表８)。
表８「轡くこと｣の指導内容との関連事項

１
１
綱
糾
叫
ｌ
］
引
鋤
鋤
］
１
１
潤
破
一
‐
剰
流

２．８ 

課題設定・取材
○観察する力を育てる

○メモする力を育てる

.「IiIi｣｢双葉｣｢本莱｣｢蔓｣｢Wf｣｢花｣｢実｣輔，各成長段階のイラスト入りの絵I1iluの

ワークシートを用意する。

※絵をＭｉくことに抵抗がある児童も，イラストが入っていることで安心して観察

し，‘j｢葉で表現する時lⅡ1を確保することができる。

※嬢り絵をすることで，絵のいろいろな炎現法にも触れる機会となる。

･観察の視点：５感(視覚・触覚・聴覚・典覚・味覚)と感↑ﾉﾘ(心)等
．「メモ｣の言葉と｢文｣の違いを捉えさせる。

榊成
○文章榊成

｢はじめ(書き出し)」

｢中(観察したこと)」

｢おわり(感想)」

.』ＡＩ本文型

【あさがおの○○が，～ました。】

【あさがおの○○の◇◇は，○○みたいです。】【○○は，～です。】弊

※1年生の観察記録文の「終わり」の指弾として｢毎｢l水かけをして，きれいな

花をさかせたい｡｣等自分の思いを筋lltな感想という形で書かせる。

記述
○三'三語と述語の整った文

○錨と語の続き方

・鵜本文型｢○○は(が),～です(主す)」を基に，文末表現も大IiFにする。

.「メモ｣で苫いた言葉を蕊に，文を普く。

推破
○苫いた文を説み返す

○1Ⅲ違えを正す。

･提出するiiiIに，自分で微音読させる。または，提出時に教師に音読してⅢ|かせ

る。

･表i肥の|Ⅲ違えた箇所のilT正の仕方を指導。書き直しが多いと，作文学習への意

欲を無くす原因になりやすい。１学101は，教師が間遮えた箇所の近くに正しく

朱i1$き･２学期からは，その部分だけ`}｢正させる。

交流
○友だちの表現に触れる

○鍋錠を増やす

･自分の感じたことを発表させたり，教師が紹介し板iＩＦする。

･掲示コーナーを活用：「Fi葉のちよ金ぱこ｣で参考となる炎現を紹介。



Ⅵ研究実践

【国語科における実践】

１授業実践（第１学年）

（１）単元名よく見て苔こう教材名「しらせたいな，見せたいな」（光村一年下）
（２）単元目標

◎読み手によく分かるように順序や構成を考えながら説明する文章を読み，書くことができる。
２本単元と言語活動

本単元の言語活動は，「11$くこと」の言語活動例ウ(身近な事物を簡単に説明する文章などを書

くこと）と，「読むこと」の言語活動例ウ(事物の仕組みなどについて説明した本や文章を読むこ

と）である。

教材文から，「メモ｣や｢文｣の書き方，「文の構成j等を読み取り，自分知らせたい′|含物について，

相手に分かりやすい文章をTI；<という，「読むこと」と「１１；くこと」を関連づけた言語活11M)の展開をね

らいとした。生活科との閲迎指導を図り関心･意欲を満めていきたい。

３評価計画〔評価の観点から見た単元の目標と評価規準及び評価基準〕

７
検
鉦
一

2．９ 

関心・意欲・態度 響くこと 銃むこと 伝統的Ｒ｢語文化

勝

知らせたい生き物について

家の人に書いて知らせようと

している ｡ 

文章の構成に沿って知らせた

い生き物について作文に書くこ

とができる。

紹介文の榊成や分かりやすぐ

伝えるための視点や文の書き方

を理解できる

句晄点や文字を正し

<衣diuできる。

次時 学習目標
評価規躯

(評価方法）

評価基準

A十分満足できる IkIdｷｺﾞむｵ､i黄足できる C軒ﾉ)を露する1{iiへの手立て

○教材文を読み，

学習の見通しを

持つことができ

る 。

【読むこと】(2)イ

．｢誰に･何を｡どのように

知らせる'功分かる。

[什文シート１］

◎作品例を読み,家の

人に伝えたいものを

考え,書く活1,1に葱iii

を持つ。

○学校の生き物ものにつ

UVC索の人lこ文章で伝え

る活動であることを知

る ０ 

◇生活科での活動を想

起させることで,家の人

に伝えたいという思い

をもたせる。
の●

Ｉ２３４ 
○教科響の｢見つ

けたカード｣の

例から，メモの

i1Fき方を知る。

○｢始め.中･終わ

り｣の文の組立

について知り，も

この作文を書く。

【読むこと】(2)イ

･作品例を参琴にメモ

の瀞き方を理解できた。

[作文シート２，３］

【読むこと】(2)イ

･作品例を基に，メモか

ら文をiUFく。

[作文シート２．３］

【響く二と】ウ

・メモを些に，まねっこ

作文を11Fく゜

[n文シート２．３］

◎作品例を鵬に，他

の視点で３つ以'二

メモを書くことが

できた。

◎作鈷例を基に，Ｉ］

分なりの表現を工

夫し，５つ以上の祝

点で文が苫けた。

◎作例以外の視点弊に

ついて自分の表現を)１１

いて文を香くことが

できた。

○作品例を基に，他の視

点でメモを１つは課く

ことができた。

○作品例を基に，別の視

点でのメモを文にする

ことが１つはできた。

○｢ilfき出し｣｢感想｣を番

き，まねっこ作文を仕

上げることができた

◇女だちのメモを参

考にさせたり，観

察の視点を'Jミし，

11Fかせる。

◇教Miと・緒にメモ

のｉｒ紫をつなぎ口

頭作文させながら

i0Fかせる 。

◇友だちの表現を参考

にさせ，Illjn作文させ

てからi１１Fかせる。 。

５ 

６ 

○知らせたいもの

を｢見つけたカー

ﾄﾞ｣に描くことか

できる。

○;Z(がつＷこことを

メモに書くこめK

できる

【香くこと】(2)イ

．知らせたいものを｢見つけ

たカード｣に描く

[作文シート４］

【響くこと】(2)イ

･気がついたことをメモし

｢見つけたカードjに貼る

[作文シート４］

◎実物を見ながら絵を

丁寧に描き,伝えたい

ことと対話をしなが

ら進めた。

◎色･形･大きさ・助き・

さわった｣､iしなどの多

ti鯰視点だくメモすること

ができた。

○実物を見ながら，色

や形をよく見て丁寧

に絵を描くことがで

きた 。

○色・形・大きさなど

についてメモするこ

とができた。

◇大きさ・色・形弾に目

を|ｲﾘけさせ，その子な

りの炎現のよさを認め

て褒める。

◇色･形･大きさ等につ

いて牧師が質問し，メ

モをi1Fかせる ◎ 

７検鉦
○メモから｢文」

を聾くことがで

きる。

【響くこと】(2)ウ

･メモをもとに文を考えるｂ

[作文シート５］

◎多様な観点から，４

文以上轡くことがで

きる｡ 

○｢～は,～です｡｣等の文

型で知ら･せたいもについ

て３文程度書ける。

◇I11ili作文した後,文を

i1Fかせる。

[Mi助カード：

８９ 
○|文〕を読み返し，

文zEilu立を考える

ことができる

○番いた文章を銃

み返し，清書す

ることができ

る。

【響くこと】(1)イ

･文章の'１１冊を労え下書き

する（［(1文シート６］

【書くこと】(1)ウ

･文庫を鋭み返し|H1違え

などに気付き,正すヨ

[１１文シート7］

◎書く順番を工夫し

て,下書きができる。

◎家の人に呼んでも

らうことを恵撤しな

がら丁寧にiii#河-る

二とができた。

○書く順番を決め,下香き

を評くことができる。

○盤った文宗正しい表証

で澗替することができ

た。

◇HlZだちの文慮を蓼脅に，
』ililIiiと-ﾅiihfに，券えなが

らiIF力せる。

◇１マス1ぐげ笄どこから

ilPけぱよいかを鉛筆で

ｉＷ<印を付けたりして

教える。

四・Ⅶ
○保謹者からの感

想をi洸み&,学習

を振り返る。

【普く二と】(1)オ

･家の人の腿懸を読み，

学腎のまとめをする。

◎家の人の感想を醜

み,学習のまとめや今

後のめあてを持てた．

○家の人の感想を鋭み，

作文のよさに気づき学

晋のまとめを評けた。

◇家の人のlmi想を読ませ，

自分の作文のよさを気

付かせる。



単元について

(1)教材観（省略）

(2)児童観

①国語の学習についてのアンケートからの考察

国語の学習についてアンケートによる調査では，全員が国語の学習に関心がi斯く，意欲的に
授業に望んでいることがうかがえる｡国語の授業で上手になりたいことについて,｢発表の仕方」
や「日記や作文が上手になること」とを多数の児蹴が答えていた。

②「書くこと」の調査結果による考察

「書くこと」の言語能力として，９月のメモ日記から調査した。主語と述語の関係を押さえ，
語と語の続き方に注意し助詞や句読点を使って文を禅けない児童は２０%である。１学期から，

日記や作文指導でも，個別指導を行っている。半数近くの児童が，表音通りに表記したり，「ひ

まわり」を｢ひまはり」「えんそくへいく」を｢へんそくえいく」等のようなミスをする傾向があり，
定着するまで繰り返し指導する。

また，文字を正しく丁寧に書くことについて，急ぐあまり文字を丁寧に書けない児童４５%い

る。原稿用紙の使い方については，今後の指導JIF頂であるので，継続して指導する。教科書に出

てくる語句の聴写は，正鱒が多いが，普段の日記などの文章になると，誤った友iiuも多くなっ

ている。カタカナや漢字･譜葉指導等と合わせて指導する。

③「読むこと」の調査結果による考察

音読については，１学期の市販のテストブック｣りl末テスト活用し実施した。初見で文節や文

のまとまりを意識してきちんと読める児童は，約２１%名であった。１字ずつ拾い読みをする児

童が９%おり，教師の後から繰り返して読ませたり，字を指で押さえながら読ませる蝉，個別指

導を継続している。

内容の読み取りについて，物語文では，約９０％の児童が書かれている言葉や災現を根拠に内

容の大体や登場人物の気持ちの変化な等について航み取ることができるようになってきた。説

明文の読み取りでも，約９０%の児童が「問い」と「馨え」の文を見付けたり，内容の大事な点

について読み取ることができていた。

読書に関しては，９７%の児童が１学期の読菩目標を達成している。そのうちの５６%の児童は，

すでに100冊以上借りている。しかし，家庭での説11ﾄﾞ時間としては週に３０分以内～３時間程度

と個人差が大きく家庭での読書に関する課題も見られる。

(3)指導観

①学習への興味・関心を高め，学び合いを深めるために

子ども達は，これまでの学校生活を通して多くの体験をしてきた。その過程でだれかに「知らせ

たい」という気持ちが生まれてきた。本単元の蝋入にあたって,学校生活の'１１から，保護者に「書

いて知らせる」という場を設定することで，苔<必然性を持ち,意欲的に税IﾘＩする文を書け

るようにする。

iii元末には，灘いた文章を保護者に読んでもらって感想を学級で紹介する場を設定する。そ

のことによって，灘いていて伝える喜びを味わい自分の作文のよさを気づいたり,友だちの作文

のよさに気づかせたい。

②相手と目的をはっきりさせて

本単元の導入にあたって，学級通信で保護者に目標と学習の進め方を知らせたり，意欲

を持って学習に取り組むことを目指したい。また,学習の様子をメモI]記や学級通信等で取

り上げて知らせていくことで児童の意欲を高め，保護者の理解と協力を得る。

③論理的思考の初期段階としての作文

書いて表現する技術や方法を身に付けさせていくため，下記のように点に留意し指導していく。

【目的のHH解・題材の決定】保護者に知らせたい題材1決め,よく見て｢見つけたカード]を11ﾄﾞく。

【メモの書き方】知らせたいものを伝える視点や表現の仕方を知り,メモの書き方を理解する。
【取材】「見つけたカード｣に,知らせたいもののh1i級を視点に沿って,メモにiﾘﾄﾞく。

【文の書き方】それぞれの視点について，作文シートに書く。

【文の組み立て】番いた作文カードを並べかえ,文章の組み立てを考える。

【文章化】｢題名｣｢書き出し｣｢まとめ(感想)｣を書き作文カードを読み返して，滴i11ﾄﾞﾙ1紙に書き写す。

【交流・評価】作文を保護者に読んでもらい，感想の手紙を書いてもらう。

この時期の児竜は,色や形などを観察した文章から「まとめ｣を導き出すことは難しい課題で

ある。作文の最後に，簡単な感想などの形で表現できるようにする。

４ 

２－１０ 



④文字表現における基本的言語技術の習得

ア主語と述語を対応させるための手立て

.知らせたいものの絵を｢見つけたカード｣に描く。

・絵を手がかりに観察したことをメモしていく。

．「見つけたカード｣には，述語にあたる単語を極めて短い文で書く。

・主語に当たる｢なにが｣「どこが｣文字化しメモに書かせる。

・文に善く前に，「○○は，～です｡｣等と口頭で表現させから作文シートに書かせる。
イ助詞や句読点を正しく表記するための手立て

・書いた文章を読み返すことの習慣化を図る゜

・助詞「は」「を」「へ」の表記等についてペアで交換し読ませる。

・文の終わりに丸(。）がついているか。

・読点(、）の打ち方は明らかにおかしい場合を除いては柔軟に対応する。
授業の実際

）単元の指導の概要（学習指導計画全１０時間）

５ 

子

一
一
翻
引
倒
陶

2－１１ 

時 学習の流れ 指導上の留意点

第一段階 －１ 
①教科書のP17～20を読み，だれに･何

を.どのように知らせるのかを読み取

る ◎ 

･教科書を読み,学習内容や進め方を確認し[作文シート１］

に相手･目的･内容と学習の進め方(順番)を書かせる。
・自己評価欄の書き方の確認。

第二段階 二２

３ 

４ 

①作品例｢見つけたカード｣の書き込みの内

容の視点を読み取る。

②｛寸菱に書き貼る。

③他の視点メモを書く。

①i罰【材文｢モルモットのもこ｣について,作品

例の中でメモに書いた言葉がどのよう

につながっているかを読み取る。

②他の視点のメモを基に文を書く。

①もこの作文の組み立てを考える。

②｢題名｣｢名前｣｢自分の感想]を書く ０ 

③[作文シート４]を[作文シート３］の｢書き

だし･に卜①(作(ﾀﾞi１文)②(自作文)｣と組み合わ

せ作文を完成させる。

．付菱のメモ(黄色＝五感･ピンク＝思ったこと）

･主語をはっきりさせるため，メモに主語に当たる部分の名称

を書かせる。

･協同作文：「耳｣｢足｣メモを書き言語技術の習熟を図る゜

･作例の基本の文型を押さえる。主語に当たる言葉と述語に当

たる言葉のつなぎ方(助詞の使い方）を押さえる。

｢○○は(が)，～です。」等

･友だちの書いた文を基にいろいろな文の書き方を知る。

･生活絵日記で学んだ「ﾉﾄﾞiめ・中・終わり」の作文の;；11立てを思い

出させる。

･作文の橘ﾘﾌﾞjtの｢始め｣は，「中｣の部分でM勵亨を表F#言葉の｢はじめに」

と温'司しやすいので『書きだし』として押さえる。

･題名や名前の書き方として原稿用紙の使い方を確認する。

第三段階 三５

６ 

７検証授業
８ 

９ 

①知らせたいものの絵を｢見つけたカード」

に書く。

②教科書の作品例を見て見つけたカードの

書き方を知る。

①気がついたことを,メモに書く。

･毛｢しろ｣｢くろ｣｢ふわふわ」

②友達のメモを参考に，自分のメモを書き

加える。

①もこの作品例から，文の書き方を確か

める。

②自分の「しらせたい生きもの」メモか

ら文を書く。

③自分の文を読み返し，直したりする。

①作文カードの文の順番を考える。

②題名･名前･書き出し．まとめを書く。

①自分の下書きを読み返す。

②清書する。

③お家の人に自分の作文を読んでもら

い感想を書いてもらう確認する。

.ｐ２１の教科書の絵を提示し，カードの書き方を知ら

せる。

･五感や｢大きさ」｢形」｢～みたい｣等の視点を押さえ気づ

きを促す。

･見る,聞く，触る,におい,味,その他，といった視点を確
かめる ｡ 

黄色：見る･聞く･触る･におい･味等(五感)ピンク：思ったこと

･気がついたことをメモに書き｢見つけたカードjに貼る。

･基本文型「○○は，～です」「○○は，～みたいで～で

す。」等を押さえる。

・自分の知らせたいことのメモから書かせる。

・自分の文を読み返し間違えなどを正す。

．伝えたいことから並べ微音読させながら1順番を考えさせる。

.まとめは,家の人に自分の感想を伝える文になるように書力せる。

・自分で読んだ後、ペアで交換し読み合う。間違えや分か

りにくいところなどがないか確認させる。

･丁寧に書かせるために書くスピード「かたつむりが歩く

ような速さ」で等イメージを持たせる。

第四段階 四ｍ
①家の人からの感想を読み合い，発表す
る ０ 

②自分の感想文を書く。

.「感想カード｣は事前に学級通信で依頼しておく。

･家の人の感想などを基に自分の作文学習全体の自己評価

(学習の振り返り）して書かせたい。



(2)本時の指導(本時７／10）

①本時の目標

「見つけたカード」のメモを基に，知らせたいことの文を書くことができる。
②授業仮説

「見つけたカード」のメモを基に文を禅<場において，難本文型を提示することによっ

て，鑪語と述語の関係や．言葉と言葉のつながり等に気を付けて自分の知らせたいこと文
を書くことができるであろう。

(3)本時の展開

学習活動 予想される児童の反応･授業の様子等 指導上の留意点

導 1本時のめあて

入 めあて｢見つけたカード｣のメモを文にしましょう。

２教師が示す教材文
※基4,挺型｢○○は～で－１羽｢モルモットのもこ’

で主語と文末表現(述の「見つけたカード’尿

のメモをもとに説 訓を押さえる『

明する文を考える。齢 ※掲示用作文カードに１１ド

く゜全体で文の祥き方を

確認する。

※メモの言集と文の譜

と語の続き力を押さ

(1)もこの「耳」「足」１ 

の文について児童

の作品例から言雌

と言葉の続き力を

確かめる。 える「

※比嶮や擬音･擬態語な

どを使った表現を怠

織させる．T:モルモットのもこの１足」や「耳」のメモの

言葉を文にしてみましょう。

C:足は，小さくて柿の菰みたいな形をしています上

T:主語はなんです力殆

C:EL語は、もこの足で式

腱 ※｢○○は，～です。」の

文の形を押さえる。
※響き終わったら［]分iii 

, の響いた文を小さい

声で読ませ・見[f[しを

させる。

※個人差が出やすいので，

個別指導をする。

弓昌立「て:赫屡クカーバのZhrﾉｳ５１

’六人のメモを文にしたも｜
のﾉｩﾜ蔵しﾌﾟｨﾒｳｃ６'一ハに瀕割
させる‘

※ICTを活用し，数名の作品

をスクリーンに映し､全

体で確認する。
※比|楡や擬音語･擬態語等

を使った表現も取り上

げ，紹介する。

※微音読させ,表記の|M違
えや語と語の続き方な

４発表を聞いて､自分Ｔ:友達の発表を|}Ⅱいてどんなところがよかったですか。
の文を見直す。Ｃ:ｺﾞﾉﾚﾌﾎﾞｰﾙくらいと了馴､てあってよくわかりました。
（１）自分のｆｌ１Ｗこ文をＴ:自分の文を読んだり，ペアで交換して読み，気がつい
読み返うもたことを教え合いましょう

(2)間違えを正したり，Ｃ;文の終わり，、』がないよ。
書き加えたりする。

ど直した方がよいとこ

ろがないか確認させるⅨ

５本1時の学習を振り

返り，次時の学習内
容を確認する。

ま T:今日は，どんなことができるようになりましたか｡

c:メモを凡ながら識､たので；たくさん盤けた。
C:目やⅡなど文をくわしく５１＃けた⑤

･今日の学習のめあてをもと

に、自分の活動を振り替と

め えさせる⑤

２－１２ 

学習活動 予想される児童の反応･授業の様子等 指導上の留意点

導入

展開１

腱開２

、￣

１ 

２ 

（ 

※基4,典型｢○○は～で-ｊ弓」

で主語と文末表現(述

淵､を押さえる。

※掲示ji]作文カードに１１ド

く゜全体で文の蒋き方を

確認する。

※メモの言襲と文の譜

と語の続き力を押さ

える。

※比嶮や擬音･擬態語な

どを使った表現を意

織さ･せる。

※｢○○は，～です。」の

文の形を押さえる。
※襟き終わったら，ｌｉ１分

の書いた文を'|､さい

声で読ませ，見if[しを

させる。

※個人差が出やすいので，

個別指導をする。

|与昌1ｉｆで:赫屡ﾀﾝｸ－７両万JZﾗ房Ｉ
ﾉ大人のメモを文にしたも’

のﾉｩﾜ蔵しﾌﾟｨﾒ::｡Ｃ6'一〆に瀕割

|させる｡’
※ICTを活用し,数名の作品

をスクリーンに映し､全

体で確認する。

※比嶮や擬音語･擬態語等

を(jtiった表現も取り上

げ，紹介する。

※微青読させ,表記のlllj達

えや語と語の続き方な

ど直した方がよいとこ

ろがないか確認させる。

まとめ
５本時の学習を振り

返り，次時の学習内

容を確認する。

T:今日は，どんなことができるようになりました力、

C:メモを｡;iLながら識､たので；たくさん書けた。

C:日や'１など文をくわしく71＃けた。

･今[]の学習のめあてをもと

に，自分の活動を振り替

えさせる。



【生活科との関連指導］

１生活科絵日記」の指導の手立て（入門期）

入門期のこの時期の特徴として，自分のしたことや兇たこと考えたこと等’聞かれたことに対し

て答えることはできる。しかし，したことを順序よく話したり，Ｆ１分の話した通りにil\いたりする

ことが難しく，語彙も乏しい。

そこで，朝顔の栽培活動と国語科の文字指導とit行しながら，「まねっこ作文」の指導と同じよ

うに，教師による作品例の提示や児童の気づきを文字化(板i}ﾄﾞ)しながら，みんなであさがおの観察
記録文を書かせた。，、へキァサーミ、
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図２「あさがお日記(本案)」の指導時の板書例図３児童の記述例

指導の基本として,図２のように黒板に児童と同じワークシートの拡人掲示を行う｡基本文型に沿っ

て児童と一緒に口頭作文し，板11ﾄﾞする。次にもう一度同じ文を教師一緒に，ワークシートにゆっくり

音読しながら，視写させる。互いの表現を交流させ，板諜搾を参考に文や言業を選んだり考えたりし

記述する。入門〃|の児童の個人差に応じた対応を心がけ，作文を｢｢ﾄﾞけたことに対する満足感を味合わ

せ，関心や意欲を高めていく。例えば，図３の児童に対し，この時期は，教師が朱Tl；きでii'[し，「次は，

改行がきちんとできるといいね｡」とｎ頭で指導し文章がきちんとｉｔﾄﾞけたことを褒めた。

２「あさがお絵日記｣の指導の実際

入門期は言語能力の習得状況の個人差が特に大きい時期である。そこで，「あさがお絵日記｣の指

導は主に前期(４．５ｊｌ頃)と後期（６．７月頃)に分け，児童の実態に応じて，以下のような内容で

指導していった。

(1)前期の指導の流れと記述例(図４）

①|｣付・題名・朝顔の成長の様子をイラ

ストで印刷（児厳になぞらせる）

②｢色｣を観察させ，イラストの色塗り

③指名し，ワークシートをプロジェク

ター等で，拡大掲示

④ｎ頭で｢色｣について気がついたこと

を発表させ，板19Fで文字化

⑤比嶮的衣現や擬音語・擬態語等による

表現の多様性を奨励

⑦基本文型｢○○は，～です｡」｢○○する
と～みたいでした｡｣等

⑥｢形｣｢触感｣も同様に，記述
⑧留意事項

・主語を押さえ，文末表現まできちん

と文漸化させていくようにする。

．,視写が難しい児童へ：教師が朱7礼

宵読後,鉛筆でなぞらせる。
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４「あさがお絵日記(芽)」の観察記録文の記述例



）後期の観察記録文の指導の流れと記述

①日付(数字）・曜日(平仮名)の７１\き方。

②原稿)､紙の使い方の指導。

・１文ｌ段落指導

③｢観察メモ｣の春き方を指導

.短い言葉(体現Iこめ等）

・比11耐表現や擬音語・擬態語による表現

④文章橘成を指導

⑤｢はじめ」：善き川し

・基本文型｢○○が，～ました｡」

・教師とともに口頭作文し，文節ごとに

ゆっくり板諜と同じ速さで課かせる。

⑥｢中」：気づいたこと

・基本文型｢○○は，～です｡｣等

.「色｣｢形｣等について，メモの言葉をつ

なぎ文にする。

・黒板に板書し，その中から自分に合う

文を参考に,記述。

⑦｢終わり」：感想など

・児醗に口頭作文をさせ,板警。

・板諜を参考に記述。

⑧留意事項

配慮を要する児虚には，教師と一緒に

｜|頭作文させた後，教師が付護にiI捲
視写させたり，朱苫きし，なぞらせる。
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図５書き込み「メモ」と観察記録文の記述価

３その他の単元における活動記録文の指導流れと記述例(図６）

基本のパターンとして，下記のように

指導していく。

①題名(活動糸）

②日付(数漢字)等

③原稿川紙の使い方の指導。

・１学期は，１文１段落を中心に指導。

・２学期から，段落指導を取り入れる。

④文章橘成や５Ｗ］Ｈを押さえる

⑤｢はじめ」：,I嵩出し

・基本文型｢○○が，～ました｡」

（いつ・どこで．だれと・何をした竿）

・教師とともに口頭作文し，文節ごとに

ゆっくり板諜と同じ速さで醤かせる。

⑥｢中」：したこと・見たこと等

・基本文型｢○○は，～でした｡」

・順序を表す言葉をつかって

（はじめに．つぎに・さいごに）

（まず・つぎに．そして）

⑦｢終わり」：感想やまとめ

③留意４１５項

配慮を要する児厳への対応

アｎ頭作文させながら識かせる。

イロ頭作文の後，教師が付鍵に[除き，
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図'６ 観察メモを取り入れた観察記録文の記述例
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仮説の検証

／|ﾐｲﾘﾄ死では，説明的文欺における｢読むこと」と「I|$〈こと｣のUM述づけた1Mし元榊成の｣:ﾉﾓと，生活

科の表現活11Ⅱ！｢生活科絵f]記｣の関連指導を通して，「1#１分の考えや気持ちを適切に衣現するﾉﾉ」を

育てることが出来たかをワークシートの記述やりinｉｆの自己評価や児ｉｉｉの感想等から検,;'[していく。
１具体仮説①の検証

Ⅶ 

説明的文漱の学習の場において，「読むこと」と「ﾉﾄﾞくこと」を関述づけた敢元榊成を皿天する

ことによって，自分の考えや女(持ちを適切に表Bけることができるであろう．

具体仮説①では，「自分の券えや気持ちを適切に炎』ける力」について，第２段陪の「まねっこ作

文」と第３段階の「自立作文」のメモや文の記述や，節４段階の交流活!､ljの児童の感想又の記述，②
作
衞
の
〆
雫

自己評価（学習の振り返り）嫌から検証する。

（１）第２段階｢読むこと｣の掃導の工夫

①｢メモ｣について

第２段lIlｷでは，まず教ﾙ１．文の作品例｢モルモッ

トのもこ｣の｢'-1｣や｢毛｣のﾉﾄﾞき込みを図７のよう

に付蕊に'二語を書き，５つの観察の視点に沿って，

自分の気づいたことをメモに記述させた。

その結果，２９名全員が｢Ⅱ」「｢1」｢毛｣｢耳｣｢足」

等５の部分について５枚以|:メモを番いていた。

しかし，「1分の考えたことや気持ちをメモⅢ来

た児艇は１７名であった。他の１２名の児葹は，板

菩をﾉﾄﾞき写していた(図８)。そこで，「あなたが

思ったことはこの'１１のどれか｣と問いかけ，に1分

の考えや気持ちに近いものを選択したり，評きﾉjll

えたりすることができた。

学習後の振り返りの記述から「メモの:【!\き〃が

分かるようになった」「メモがかけるようになっ

た」「メモをいっぱい書いておもしろかった」篠

の記述からも，教材･文を読み取り，メモの瀞き方

について理解することができたと考える｡

②｢まねっこ作文｣について

本iii元の｢まねっこ作文｣では，原稿用紙に｢題

名」｢氏端｣｢はじめ・中(生き物の』縢徴）・終わり」
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図７評価Ａ自分の表現ができた児識の記述例

； 
談写
る
［、

認型
し、

ろ
E■ 

の構成で指導した（図９)。図８ほとんど板書を視写した児童の記述例

題鍋から特徴４までは，教材文である。特徴４と５は，まねっこメモから，教材又に準じて書

いたものである。最後の感想は自分の思ったことをﾉﾄﾞかせた。

その結釆，教師の板１１ﾄﾞ例にⅡ)って，２９名全しjが｢まねつこ作文｣を,Iﾄﾞくことができた。その[Ｉ,で

１４糸は，板,|ﾄﾞの「足は，…カヌーみたいでかっこいい」を「足は， ．．小さいモンキーバナナみた

し》でおいしそう｣，「耳は，…びんく色で，曇LZiユムみたい」を「.[1:は，…[Pがピンク色で，おだ

んごみたい｣等と，自分の文に１１糟換えていた。

また，教材文では，「終わり」に当たる段蒋は１１ﾄﾞかれていなかったが，「かわいいいのでお家につ

れてＩｉｌ}りたい」「お家につれてかえって，飼いたい」等，自分で感想を,Iﾄﾞけた児寵が１０才,いた。

学習後の振り返りでは「文をたくさんilﾄﾞけて楽しかった」「はじめて作文がかけて蝋しい」「作

文の１１ﾄﾞき〃がわかった」嫌の,氾述が多く見られた。

これらのことから，教師とともに，みんなで１つのテーマで教材文を読み取りながら「まねっ

こ作文」をﾉﾄﾞいたことが，観察記録文の書き刀や文章構成を理解することに効果的であったと考

える。

２－１５ 
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(2)第３段階｢,IFくこと｣の指導の［2ノミ

①｢メモ｣について

第３段階の｢自立作文｣では，校1ﾉﾘで飼子『して

いる数１１Ｉ類の毛色のウサギやハムスター，その

他校内探検で見つけた昆虫やグッピー等の''１か

ら自分の好きな生き物を題材として選択させた。

それぞれの生き物の特徴について，教材文の

作IF,例｢モルモットのもこ」を基に，「,読むこと」

の指導関連づけて｢メモ｣を,Iﾄﾞかせた(図１１)。

その結果，「1-1」「11」「ＩＩＩＬ」「｣I〕「足」「体」

「毛」「尻尾」「鳴き)!；」等について，８iili類程

のメモを全此が蒔いていた。「メモ｣の内芥から

比較してみると，第２段階での「メモ」では，

「大きさ」や「形」悴，主に視覚を'''心に観察

して分かったことを記述していた。しかし，第

３段階では，「しましま．かわいい.あたたかい．

しまうまみたい」と模様・女(持ち・体温・比I楡

表現等と，視覚・触覚・聴覚や気持ち等いろい

ろな視点で記述していた。/kき物の様子や特徴

について擬態編や比IWi友現弊を用いて，より詳

しく炎現できるようになったと考える（ＩｌｘＩＩ２)。
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図１３は，文中の語句の比嶮表現や擬音語･擬

態譜等の種類や使用頻度を前述の第２段階と比

較したグラフである。

第２段階では，「小さい｣｢かわいい｣等，使用

語句の種類が２６語であった。

しかし，第３段階では，使用語句の種類が５６

語と約２倍近く増えていた。また，「まるで，～

のみたいに～です｡｣嫌，副詞的な表現を用い祥

し<様子や状態を表しており，多様な表現がで

きるようになった。

これは，「読むこと｣で｢書くこと｣の指導ﾘﾄﾞ項

を関連づけて，教材文の作品例を壁に，メモの

書き方を読み取ったことで，「メモ｣の書き方を

理解や友だちの表現の工夫やよさに気づき，語

葉を増やしたりすることができたとためだと考

えられる。

②｢自立作文｣について

段階掴皿躯

盤琵躍

比噛表現
27胴

その他

1-,.. 

￣￣￣￣￣￣~-－Ⅳ=29 

0５１０１５２０２５３０ 

図１３メモで使用された贈句数と種類

第３段階の｢自立作文｣では,第２段階｢まねっ図１４各部分の平均使用晤葉数と文字数の比較
こ作文｣と同じように，まず，自分の知らせたい生き物の特徴について｢又｣書かせた。次に，作文

の組立に沿って｢題名｣｢氏名」｢書き出し｣｢知らせたい生き物の特徴｣｢終わり(感想)」と書かせた。

その結果，知らせたい生き物の｢Ｈ」｢足｣｢耳｣等それぞれの部分の特徴や様子について，２８名の

児iifが５つ以｣1の部分について「又」を謀くことができた。残り１名については，教師が個別指

導で対応し３の部分について「文」を書くことができた。

図１４は，「まねっこ作文｣と「I当1立作文」の「文」で使用されていた語句数と文字数の平均を比

較したグラフである。「まねつこ作文｣では，使用されていた語句数は平均２．７語から６．２譜，ま

た，一つの部分当たりの文字数は26.6字から３５２字と増えていた。

これは，自分の知らせたい生き物の特徴について，観察の視点に沿って比輪の仕方や擬音I浴・

擬態語等を用いた記述の仕方を第２段階｢読むこと」と|Ｈ１連指導を図ったことや，発表や学級掲示

｢言葉の貯金儲｣等で，友達の表現を交流させたことで，新たな締葉や表現の方法を習得できたと

考える。

図１５は，児｣liftが書いた｢自立作文｣を指導者が評価規準に則って評価し，その到達度を示したグ

ラフである。評価項目は，「書くこと｣の指導事項や＃i元の目標を考慮し７項目に絞り評価した。

その結果，児童が書いた｢自立作文｣は，ほとんどの児童が，’41分の知らせたい生き物の特徴に

ついて，自分なりに様子や気持ちを表す表現を工夫し，きちんと書くことができていた。

譜と語のつながりに気をつけて，主述の縦った文が瞥けたのは，教材文の基本文型「○○は，

～です｡」と主縞と述語の関係やメモに書かれている言葉と言葉のつなげ方等，読み取ったことを

自分の文を書くこと前に確認したことが効果的だったからだと考える。
■Ａ十分洞足できる・も酒足できる口Ｃ個別指導を要した

7兇闘 7％： 

戎：

主述の壁った文を密<

昭と昭のつながりに気をつIﾅて巴<

句院点を適切に使う

文のまとまりに気をつけ改行して宙<

「終わり(感想)」がきちんと毎けている

「はじめ･中･終わり｣の文章構成で■＜

生き物の特徴について,様子や気持ちを虫

す甘戴を使って書く
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図１６は，第３段階の「[:1立作文」の勉`ifの作１V,例である。文の書きIILが｢わたしたちの城前

小学校には，～がいます｡」と自分の学校のことについてilffき換えて渉かれている。本文の各部分

｢ハムスターのハの特i蝋については， ムちゃんの'二１ は，ロくひ色してて，ひまわりのたれを』iﾕｰｴﾕｭ

ぐたべてかわいいです｡｣等，主語と述語の関係が雌っていて，観察したときの様子を擬音語や擬

態語を使って詳しく表現できている。また，終わりの感想では，「人気ものなので，おうちの人に

みせたいし，もっとなかよくなりたい｣と，'１F実の記述だけでなく，生き物に対する思いや考えを

表現することができている⑤
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(3)第４段階における指導の'二夫について

第４段階は，第３段階で,Iﾄﾞいた「しらせたいｲ|：き物の紹介又（自立作文)」を家族が読んでの

感想を書いてもらった。家族からの感想を読んでいる時の児童の顔は，どんなことが,1\かれてい

るのか真剣であった。そして，その感想を,瀧んで，自分が觜えたことや気持ちを感想文にTI卜くこ

とで，学習のまとめとした（表８)。

今l1I1は，家族に学校の知らせたい/|具き物のことを作文に,い､て伝えるということで，イ:１１手やI］

的意搬の高まりが感じられた。家族から，「耳・’１．脚弊の部分に分かれて，様子や特徴，思っ

たことなどをよく観察して,群し<ノドいている」「作文を締むと，ハムちゃんの婆がハッキリと頭

の中で想像できる」「|二手に`Iﾄﾞけていてびっくりした｣等と認められたことで，１１分の考えや気持

ちが伝わった嬉しさや喜びを感じていた。また，ド１分で作文が１１ﾄﾞけたことのIfll,訂や次の作文学習

へのI楜心や;逝欲を侍ったことも表()から,識み取れる。

表９家族の感想文春読んでの自分の考えたことや気持ちについて (下線部は証者による）

◇僕は，お}ﾘ:さんに腱められたので，またお家で１１ﾄﾞいてみZki三。ウサギの作文がおけさんに伝わってくれま

した。よく観察して特徴を詳しくUlﾄﾞけて，とても嬉しかったです。迭ji41がんばって，』豆liLさんに｣hLせま±一一一○

◇私は，ハムちゃんの様子がi瀞し<１１ﾄﾞかれていると鰹められ迄ので，これからもしっかり１１；いてljiXZiS上王

になりたいです⑤ つと．もっと作文を,1Fきたい です。

かりやすいし，‘i:もきれいで,流みやすいとお父さんから

お母さんに｢ありがとう」って『すわれてと工宣嘘しかった

◇僕は，ハム

礎められてⅦ

ハムスターの‘侍微がいっぱい､１１Fにかいて分かりやすいし

作文を 上手に１１#けてよかったです．

です。

◇お|:上さんは,楽しそうに,lﾄﾞいていました。私もいい気持ちになりました。よく分かったとノドいていたので’

私は，お}}):さんに鍵められて嬉しかったです。もっと作文を上手'二書きたいです。

以上のことから，家族にﾙﾋﾞんでもらうという';１１下や||的意識をもって作文を１１ﾄﾞくことや，縦ん

だ感想を書いてもらい交流するという活動を通して，自分の考えや気持ちをiI；いて伝え合う楽し

さや{｣,i:びを味わい，さらに伝え合おうというljL1心・意欲・態度が,()iめられたと特える。

２－１８ 



２具体仮説②の検証

生活科で秤いて表現する場において，国語科で学んだ言,藩能力の活用を図る関連指導を正夫す畳

ことによって，自分の考えや気持ちを適切に表現する力をIlllばす‐ことができるであろう。

具体仮説②では，「ｎ分の気持ちや考えを適切に

表現する力」について，「化添科絵１１，氾」の,iu述と

適切に表現する力についての分析から検証する。

(1)「/kiWi科絵１１記」のI氾述から

入門期の作文指導として，観察記録文｢あさがお絵

'1記｣に取り組んだ。

基本のパターンとして，書き出しを「あさがおの○

○が～した｡｣，イミ文を観察の視点（５嘘の派川）・比

嶮表現・擬音語・擬態語襟をjl1いた又，終わりを自分

の気持ち等の３段落榊成で指導した（IXll7)。

その結果，４ノＩ頃は，３段蕗榊成の飾単な文章を１

文平均１５文字ﾄﾞ!】&度,文蔽全休では平均43字で,鱒いて

いた。１２ﾉｲ頃になると，１文､１K均30'ｻﾞﾆ擢度，文章全

体では平均約Ｌ１６字擢度で11ﾄﾞけるようになった（Iixl

l9)。

図ｌ８のように，ほとんどの児童が，自分で観察の

ｉＭ点を決めたり，比嶮表現だけでなく，客観l'脚に「○

センチメートル」と表現するようになった。これは，

l1fl語科の指導|ﾉ､I癖と'1M逃づけた系統的な指導が効采

的であったからだと考える。

(2)適切に表現する力の到達率から

図２１は，「生活科絵１１記」について適切に表現する

ﾉﾉを指導者が１１４１濡科の｢１１ﾄﾞくこと｣の脂導ＴＩＩ:J1Xを老嚇

し６つの観点に絞り評Illi規準を,没定し，その到達度を

示したグラフである。

その結果，ほとんど児童が｢はじめ．［１J・終わり」

の文章１１ｻﾞ成でﾉﾄﾞけていた。「題紹・Ｉ'ﾄﾞき出しの1二夫」

や｢終わり」にまとめとして自分の感想や気持ち等を

約９０%の児竜が,Iﾄﾞけていた。また，文Wr構成の｢中｣で

は｢大きさ」「色｣｢形｣弊いろいろな艇ﾊﾟﾊﾟで観然したこ

とを書いたり，121分の気付きを｢１２センチメートル」

と客観的に示したり，「だんだん～｣｢○○みたいで，

○○できそう｣燦、比I愉等の表現を)1]いて，ド１分の気

づきをより具体的に秤くことができていた。このこと

は，国語科の｢iIf〈こと｣の指導内容と|%1連づけた指導

をしたことで，効果的に｢了語能ﾉﾉの活111と定，irfが図ら

れたためだと考える。

しかし、１２ノ｣に人ってもまだ，1文１段illiFで艀い

ていたり，詳しく`1\こうとするあまり１２譜と述語のね

じれた文を書く児葹が１１}てきた。また，読点を「かた

ちは，えんぴつみたいｺﾕｰ学zZiL-かけそうです｡」と

りj1iillの後に打つ癖がついてしまっている児厳がいる。

1文の適切な腿さやｲij1流点の打ちか段落の|:牌成騨

２－１９ 
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が，今後の指導課題である。

Ⅷ研究の成果･課題･対応策

１成果

○「まねっこ作文」を書きながら，教師とともに教材文の観察の視点やメモの書き方，基本文型等

を読み取ったことによって，説明的文章（観察記録文）のメモや文の記述の仕方や文章構成惇の

習得が図られた゜

○「読むこと」と関連付けながら，メモや文を書かせたことによって，自分の知らせたいことを三i：

述の整った文で詳しく書くことができた。

○相手や目的意識を明確にして作文を諜き，読んだ感想をもらう等の交流活動を位置づけた単元を

構成することによって，児童が自分の考えや気持ちを書いて伝え合う楽しさや喜びを感じ，さら

に伝え合おうという関心・意欲・態度が養われた。

○生活科の表現活動「生活科絵日記」の指導で，国語科の「答くこと」の指導内容と関連づけ，系

統的に指導したことによって，言語能力の活用と定着が図られた゜

２課題

◇ペアやグループによる交流活動等における学び合いを通して，読みや炎曳を高める授業のあり方

◇より適切に表現する力を商めるための，表現材料の提示や図書資料等の効果的な活用

◇生活科や他教科・領域等の指導や活動との関連指導の充実

対応策

◆単元指導i汁画におけるペアやグループ交流活動・ペアやグループ交流の仕方についての指導の位

趾づけ

◆図書館司醤と連携した，年間指導計画への図11『館利活用の位置づけ

◆第１学年の表現活動における，図譜科の「i活すこと.|附くこと」及び「書くこと」と他教科・賦

域を関連づけた系統的な年間指導計画の作成と実施

３ 
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